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担当者

◎親綱は全長分巻き上げ点検場所は安全な場所で実施する事。

　　又は、親綱40ｍ以上の場合は20ｍおきに段階的に実施する事。

※　点検時期～破砕前と破砕後に実施。

親 綱 点 検 者 及 び 使 用 者 名

統責者

対処方法
交換・修理

親綱の取付けは、直径20㎝以上しっかりし
た立木に結んであるか。

親
綱
点
検
項
目

親綱は途中でつないでないか、又、法尻ま
での十分な長さがあるか。

点検日　　年　　月　　日　　時

○：良好　×不良

親綱管理番号（起点側から№１～）

親綱・安全帯(法面作業）作業開始前点検表

作業所名

点検者名

会 社 名

元方管理者

親綱の取付けは、アンカー鉄筋φ19㎜以上
長さ１ｍ以上の確実に打ち込んであるもの
に結んであるか。

Ｄ環に損傷、変形はないか。

ロリップ本体、フックに異常はないか。

予備網に損傷、ケバ立ちはないか。

親綱は２箇所以上結んであるか。

安 全 帯 使 用 者 名

ベルト布地にすれ傷の損傷はないか。

安
全
帯
ロ
リ
ッ

プ
点
検
項
目

親綱は法肩の部分で単管、ゴムホース等で
すれ防止等の措置を施してあるか。

親網の表面の大部分に、ケバ立ちはない
か。

親網の末端に結び目がついてるか。

締め付け金具に損傷、変形はないか。

職 長 ・ 作 業 指 揮 者 確 認 欄


